
令和6年度山形県地域おこし協力隊 出口設計ミーティング

◆退任後、そもそも自分は何をしたいんだろ？

何をいつから始めたらいいの？そんなモヤモヤ

を解消するお手伝いをさせていただきます

◆協力隊の起業を取り巻く誤解とは！？

◆県内の協力隊経験者もパネリスト参加！

実際の体験談を聴ける貴重な機会です

申込方法 １１月８日（金） まで、市町村を通して申込み

第１回

日時：１１月28日（木）１0時～１５時
会場：庄内町文化創造館 響ホール

小ホール （庄内町）

第２回

日時：１2月５日（木）１0時～１５時
会場：Link MURAYAMA

リビングスペース （村山市）

第３回

日時：１2月10日（火）１0時～１５時
会場：伝国の杜 置賜文化ホール

第１・第２小会議室 （米沢市）

対象者 「R６.6.1以前」に着任した県内の地域おこし協力隊員

主催 山形県 （みらい企画創造部 移住定住・地域活力創生課）

【講師】 FURUSATOの未来 伊藤 一之 氏
（中山町地域おこし協力隊OB）

◆ 10時～ 地域おこし協力隊任期終了後に向けての
対策ワークショップ《言語化から出口戦略へ》

◆ １２時～ ランチ交流会

◆ 13時～ 協力隊経験者とのパネルディスカッション・振返り

昭和６３年 山形市生まれ 【現在36歳】
高校卒業後、東京の日本料理店に就職し、その後営業職を経る。仕事の傍ら、趣味で地域振興に携わり、所属していたチームが

２０１９年に「栃木県知事賞」を受賞する。
受賞をきっかけに本業として地域振興を志し、地域おこし協力隊に応募することを決意、２０２０年２月に中山町地域おこし協力隊

に着任する。
２０２３年２月任期満了に伴い、協力隊を退任した後、FURUSATOの未来という地域振興会社を設立し、複数の地域で

「地域商品開発・販売事業」、「インターネットラジオ事業」、「中間支援事業」、「地域おこし協力隊サポート事業」などを手掛ける。
その他、中山町観光協会芋煮会振興部会長、紅花推進協議会副会長としても活動している。

-プログラム-

こんな方におススメ！

● 協力隊の退任後が不安な方

● 協力隊退任後について、あまり
考えないようにしている方

※各回、午前の内容は同じです。
午後のパネルディスカッションは、
パネリスト（協力隊経験者）が異なるため

（裏面）、複数回（午後のみ）参加も大歓迎です！



地域おこし協力隊 出口設計ミーティング 出演予定パネリスト

第１回 １１月28日（木）
（庄内町文化創造館 響ホール：庄内町）

第２回 １２月５日（木）
（Link MURAYAMA：村山市）

第３回 １２月１０日（火）
（伝国の杜 置賜文化ホール：米沢市）

大山 芙由美（おおやま ふゆみ）氏
◆山形県（村山市）出身
◆東北芸術工科大学卒業後、仙台

で７年間の勤務を経て、H28年に
村山市協力隊に着任。
商店街の空き店舗を活用した
カフェ・ワークショップや、情報
発信等に携わる。

◆退任後、七宝焼を楽しめる「民泊
工房FUu〜」を同市内で開業。

佐野 裕介（さの ゆうすけ）氏
◆埼玉県出身
◆H27に寒河江市協力隊に着任し、

観光情報発信・観光関連組織
活性化などに携わる。

◆退任後、寒河江市観光物産協会
に就職。現在は寒河江市 慈恩寺
テラス施設管理責任者と して勤務。

熊谷 春香（くまがい はるか）氏
◆山形県（山形市）出身
◆R3年に白鷹町協力隊に着任。
◆コロナ禍をきっかけに山形の魅力

発信に力を入れ、本業のデザイ
ナー・クリエイター目線でSNSを
活用した活動もInstagramを中心に
行っている。
冬は蔵王温泉スキー場スポーツ
大使として、冬の山形の魅力発信
に力を入れている。

伊藤 一之（いとう かずゆき）氏
◆山形県（山形市）出身
◆高校卒業後、東京の日本料理店、

その後営業職を経て、R2年に中山
町協力隊に着任。
観光がない町に観光をつくるため、
観光庁人材育成事業、旅行・ 物産
商品造成と販路づくり等に携わる。

◆退任後、地域振興会社
FURUSATOの未来を設立。

綴喜 真影 （つづき しんえい）氏
◆神奈川県出身
◆大手外食チェーン、外資系人材

コンサル会社勤務を経て、R1年に
庄内町協力隊に着任し、花卉栽培

◆退任後、キッチンカー「Mon‘s 

kitchen」を開業し、山形県・ 秋田
県を中心に活動。
庄内町を中心にマルシェ型イベン
ト「なんでろ市」を企画・運営。

小関 恵子 （こせき けいこ）氏
◆山形県（東根市）出身
◆社交ダンス講師として東京のスタ

ジオ勤務を経て、R3 年に村山市
協力隊に着任。母校 「楯岡高校」
をリノベした 「Link MURAYAMA」
のオープニングスタッフとなる。

◆退任後、鶴岡市加茂にある「渚の
交番カモンマーレ」 に勤務し、マリ
ンアクティビティや海洋教育を提供。
村山市と鶴岡市の二拠点生活。

大野 達也 （おおの たつや）氏
◆神奈川県出身
◆お笑い芸人、携帯販売員などを

経て、R1年に大石田町協力隊に
着任し、大石田町駅前にぎわい
拠点施設「KOE  no KURA」を運営。
大石田町での暮らしや体験を
YouTubeや各SNSで発信。

◆退任後、大石田町議会議員として
活動。

西尾 真生（にしお まお）氏
◆青森県出身
◆H30に庄内町協力隊に着任し、

６次産業化共同利用加工場の
管理運営や商品開発のサポート
に携わる。

◆退任後、庄内町役場に就職。
3年間、移住定住に関する 部署
を経験し、現在は隊員時代に
活動した地域の振興を担当。

大山 芙由美（おおやま ふゆみ）氏
◆山形県（村山市）出身
◆東北芸術工科大学卒業後、仙台

で７年間の勤務を経て、H28年に
村山市協力隊に着任。
商店街の空き店舗を活用した
カフェ・ワークショップや、情報
発信等に携わる。

◆退任後、七宝焼を楽しめる「民泊
工房FUu〜」を同市内で開業。

佐藤 直美（さとう なおみ）氏
◆東京都出身
◆尾花沢スイカに魅せられて、H30

年に尾花沢市協力隊に着任し、
農業を中心に活動。

◆退任後、「民泊耕房とら豆」を
同市細野地区で開業。
地区の体験イベントへ参加したり、
地区の方と一緒に農作業をしたり
と、地域と関われる宿として運営。

阿部 なぎさ（あべ なぎさ）氏
◆山形県（天童市）出身
◆高校卒業後、首都圏で花屋や

種苗会社などの勤務を経て、R3年
に花農家を志して河北町協力隊に
着任。
農地・作業場などの基盤がない
ところから、就農に挑戦。

◆退任後は独立し、草花の生産
事業を行っている。

角田 歩（かくた あゆむ）氏
◆茨城県出身
◆約20年間の陸上自衛隊勤務を経

て、R2年に鮭川村協力隊に着任。
村唯一の加工場「工房・七つの里」
や観光ワラビ園など、様々な 復活・
再生プロジェクトに携わる。

◆退任後、まちづくり企業「新庄
TCM（株）」の社員として勤務する
ほか、ご当地ヒーローの副業にも
取り組んでいる。


